
－

人
事
給
与
制
度－

問

現
行
の
職
員
給
与
は
、
年

数
が
た
て
ば
自
動
的
に
係
長
級

の
給
料
表
に
移
行
し
昇
給
す
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

の
「
わ
た
り
」
制
度
は
、
十
九

年
度
に
廃
止
す
る
の
か
。
ま
た

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と

勤
務
実
績
を
給
与
に
反
映
す
る

制
度
の
検
討
状
況
を
示
せ
。

行
政
管
理
部
長

「
わ
た
り
」

制
度
は
、
十
九
年
度
廃
止
に
向

け
て
現
在
内
部
検
討
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
人
事
評
価
シ
ス

テ
ム
の
構
築
と
勤
務
実
績
の
給

与
へ
の
反
映
は
、
十
七
年
度
の

人
事
院
勧
告
に
お
い
て
十
八
年

度
か
ら
給
与
構
造
改
革
が
示
さ

れ
、
国
に
お
い
て
も
新
た
な
人

事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向

け
て
試
行
し
て
い
る
。
本
市
に

お
い
て
も
人
事
院
勧
告
の
趣
旨

を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
総
合
的

な
人
事
政
策
を
構
築
す
る
中
で

人
材
の
育
成
に
力
点
を
置
い
た

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
。

－

上
下
水
道
統
合
庁
舎－

問

平
成
十
七
年
第
四
回
定
例

会
に
お
け
る
上
下
水
道
統
合
庁

舎
建
設
予
定
地
の
検
討
比
較
の

中
で
、
本
庁
舎
入
居
と
統
合
庁

舎
建
設
の
比
較
が
さ
れ
た
。
そ

の
際
、
本
庁
舎
入
居
に
関
し
て

は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
、

防
災
拠
点
整
備
と
執
務
室
等
の

ス
ペ
ー
ス
、
企
業
会
計
ベ
ー
ス

で
の
財
政
負
担
な
ど
、
多
く
の

問
題
点
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

市
長
は
な
ぜ
上
下
水
道
統
合
庁

舎
建
設
を
見
送
る
判
断
を
し
た

の
か
。

市
長

今
回
の
見
直
し
内
容
は

こ
れ
ま
で
の
整
備
計
画
案
か
ら

は
大
幅
な
転
換
と
な
る
。
特
に

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
厳
し
い

批
判
の
声
を
踏
ま
え
、
市
民
参

加
で
の
見
直
し
の
公
約
に
基
づ

き
、
市
民
の
声
を
最
優
先
す
べ

き
と
の
判
断
を
市
長
で
あ
る
私

が
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

－

大
阪
外
環
状
線
鉄
道
の

新
駅
設
置－

問

長
尾
市
長
が
一
期
目
在
職

中
に
、
本
会
議
に
お
い
て
全
会

一
致
で
請
願
が
採
択
さ
れ
た
大

阪
外
環
状
線
鉄
道
の
柏
田
駅
と

加
美
駅
の
間
に
お
け
る
新
駅
設

置
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の

協
議
内
容
や
長
尾
市
長
の
新
駅

設
置
実
現
に
向
け
た
決
意
を
示

せ
。

市
長

大
阪
外
環
状
線
鉄
道
の

運
行
主
体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
日
本

や
大
阪
府
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
者
と
新
駅
設
置
検
討
会
を
重

ね
、
駅
設
置
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
し
か
し
新
駅
設
置

費
用
に
つ
い
て
は
大
阪
市
と
本

市
で
折
半
す
る
と
い
う
基
本
合

意
が
さ
れ
て
い
る
が
、
大
阪
市

の
財
政
状
況
が
大
変
厳
し
い
こ

と
か
ら
、
新
駅
設
置
費
用
を
大

阪
外
環
状
線
鉄
道
事
業
に
組
み

込
む
こ
と
に
よ
り
国
庫
補
助
等

費
用
負
担
の
軽
減
を
図
る
手
法

の
提
案
を
し
て
い
る
。
本
市
と

し
て
は
早
期
の
新
駅
整
備
を
目

指
す
こ
と
が
第
一
と
考
え
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
強
め
早
期

の
実
現
化
を
図
っ
て
い
く
。

－

総
合
病
院
の
医
療
職
を

確
保
せ
よ－

問

医
療
職
に
お
い
て
は
、
特

殊
勤
務
手
当
は
見
直
し
せ
ず
存

続
し
、
検
討
余
地
を
残
す
が
、

今
後
優
秀
な
医
師
確
保
の
た
め

ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

行
政
管
理
部
長

医
師
の
待
遇

改
善
は
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、

他
の
病
院
の
動
向
等
を
見
極
め
、

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

－

集
中
改
革
プ
ラ
ン
ー

問

市
長
は
集
中
改
革
プ
ラ
ン

を
尊
重
し
実
行
す
る
と
し
て
い

る
が
、
市
長
の
支
援
団
体
は
サ

ー
ビ
ス
切
り
捨
て
、
市
民
に
痛

み
を
強
い
る
改
革
と
批
判
し
て

い
る
。
市
長
は
こ
の
集
中
改
革

プ
ラ
ン
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
の
か
。

市
長

尊
重
す
べ
き
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

－
上
下
水
道
統
合
庁
舎
建
設

見
直
し
に
つ
い
て－

問

上
下
水
道
統
合
庁
舎
建
設

事
業
見
直
し
に
際
し
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
市
政
だ
よ
り
に
よ

る
意
見
募
集
が
行
わ
れ
た
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
総
合
庁

舎
活
用
よ
り
も
現
水
道
庁
舎
耐

震
化
等
の
意
見
が
多
く
、
意
見

募
集
に
お
い
て
は
、
総
合
庁
舎

活
用
と
の
意
見
は
ゼ
ロ
で
あ
っ

た
。
市
長
が
決
定
し
た
総
合
庁

舎
活
用
は
何
を
判
断
の
根
拠
と

し
て
い
る
の
か
。

市
長

総
合
的
に
検
討
し
、
決

定
、
判
断
を
し
た
。

－

同
和
行
政
に
つ
い
て－

問

報
道
等
に
よ
り
部
落
差
別

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
吹
き
荒
れ
る

中
、
同
和
行
政
を
特
別
扱
い
し

な
い
と
し
て
、
施
策
を
全
廃
す

る
こ
と
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。

老
人
福
祉
等
も
特
別
対
策
で

あ
り
、
特
別
対
策
を
行
わ
な
い

こ
と
は
行
政
の
目
的
や
存
在
意

義
を
根
底
か
ら
覆
す
重
大
な
問

題
で
あ
る
。
市
長
は
差
別
を
な

く
し
た
い
と
い
う
切
実
な
部
落

大
衆
の
要
求
に
応
え
る
市
政
運

営
を
行
う
の
か
。

市
長

差
別
の
な
い
社
会
の
実

現
に
向
け
、
人
権
尊
重
の
町
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

－

後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
設
立
に
つ
い
て－

問

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
規
約
、
予
算
、
体
制
等
が

示
さ
れ
た
が
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
る
権
利
や
安

ら
か
に
人
生
を
生
き
る
権
利
が

守
ら
れ
る
も
の
な
の
か
。

保
険
料
が
年
金
か
ら
特
別
徴

収
さ
れ
、
安
易
に
扱
う
べ
き
で

な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

持
続
可
能
な
医
療
制
度

の
構
築
に
向
け
て
高
齢
者
に
適

切
な
医
療
の
給
付
を
行
う
こ
と

は
大
切
な
こ
と
と
考
え
る
。

高
齢
者
の
負
担
に
つ
い
て
は

広
域
連
合
設
立
後
の
動
向
を
見

守
っ
て
ま
い
り
た
い
。

待ち望まれる大阪外環状線鉄道の柏田、

加美間の新駅設置により交通の便がま

すますよくなります。

（衣摺地区）

リ
ベ
ラ
ル
東
大
阪

代
表
質
問

笹
谷

勇
介

さ
わ
や
か
な
風

個
人
質
問

飯
田

芳
春

市
政
を
革
新
す
る
会

個
人
質
問

阪
口

克
己

平
成
十
九
年
度
ま
で
に
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
示
せ

多
く
の
問
題
を
抱
え
て
の
上
下
水
道
統
合
庁
舎
建
設
見
送
り
は
許
さ
な
い
�

上
下
水
道
局
総
合
庁
舎
活
用
の

根
拠
を
示
せ

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

行
政
の
実
現
を
求
め
る

（６）第１４７号東 大 阪 市 議 会 だ よ り平成１９年３月１日


